
広報「みやわか」が、あなたの生活に欠かせない「話題」と「情報」をお届けします
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耳
が
で
っ
か
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
！

っ
て
、
お
笑
い
の
「
ネ
タ
」
で
は
な
い
ん
で
す
よ
。

宮
若
市
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

苦
情
や
要
望
、
提
案
に
激
励
な
ど
、
そ
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
。

そ
っ
と
耳
を
す
ま
す
と
、
そ
こ
か
ら
ま
ち
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

で
も
、
な
か
に
は
ど
う
や
っ
て
意
見
し
た
ら
よ
い
な
か
わ
か
ら
な
い
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
特
集
「
納
得
解
決
、
広
聴
の
底
力
」。

広
聴
体
制
の
こ
ん
な
こ
と
か
ら
、
あ
ん
な
こ
と
ま
で
。

宮
若
市
の
耳
の
中
へ
ご
案
内
し
ま
す
。
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「
練
習
日
は
い
つ
も
楽
し
み
。
若
い
人
た
ち
と

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
交
流
で
き
る
ん
だ
か
ら
。

そ
れ
と
、
練
習
後
の
ビ
ー
ル
が
う
ま
い
ん
だ
よ
、

ほ
ん
と
。
こ
れ
が
本
当
の
楽
し
み
だ
っ
た
り
す

る
か
も
」
と
、
ち
ゃ
め
っ
気
た
っ
ぷ
り
に
話
し

を
し
て
く
れ
た
の
は
宮
田
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
の
古

野
正
勝
さ
ん
。

　

宮
田
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
は
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の

チ
ー
ム
。
創
部
し
て
十
二
年
に
な
る
と
い
う
。

年
齢
層
も
広
く
、
現
在
二
十
五
人
で
活
動
し
て

い
る
。
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
は
通
常
の
バ
レ
ー
と
異

な
り
、
四
人
が
一
チ
ー
ム
と
な
っ
て
試
合
に
挑

む
。
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
と
同
じ
コ
ー
ト
の
広
さ
で
、

ネ
ッ
ト
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
よ
り
低
く
、
そ
の
高

さ
は
二
メ
ー
ト
ル
。
ボ
ー
ル
が
柔
ら
か
い
た
め
、

力
任
せ
で
打
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
。

　
「
う
ち
の
チ
ー
ム
は
強
い
よ
。
五
十
、六
十
代

で
構
成
す
る
チ
ー
ム
は
10
月
12
日
か
ら
広
島
県

の
三
次
市
で
始
ま
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
ん

よ
。
年
齢
フ
リ
ー
の
部
で
も
九
州
大
会
出
場
。

楽
し
み
な
が
ら
で
も
、
目
標
は
高
く
持
っ
て
練

習
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
ら
か
な
」
と
古
野
さ

ん
は
謙
そ
ん
し
て
話
す
。「
若
い
人
た
ち
に
も
始

め
は
教
え
て
あ
げ
て
い
た
の
が
、
今
で
は
胸
を

借
り
て
い
る
状
態
。
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
は
年
齢
を

超
え
て
、
み
ん
な
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
な
ん

よ
。
今
度
の
全
国
大
会
で
も
、
勝
利
を
目
指
し

て
が
ん
ば
り
た
い
ね
」。

　

最
後
に
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
尋
ね
る

と
、「
も
っ
と
も
っ
と
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

の
お
も
し
ろ
さ
を
若
い
人
に
伝
え
て
い

き
た
い
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
た
。

宮田バイオレット ・ （ソフトバレーチーム）

c o n t e n t s

【表紙写真】
「なつかしいな～この耳。はやったよね」
と思った人が多いのでは。市の広聴制
度について特集を考えたときに何かい
い方法がないか考えた末、思いついた
表紙です。しかし、意外にも（当然？！）
この耳、どこのおもちゃ屋さんを回っ
ても売っていないんです。今回は、隣
町のＫさんの私物を拝借し撮影するこ
とに。ご協力ありがとうございました。

世代を越えて一緒にできるスポーツ、
それがソフトバレー。
このおもしろさを伝えていきたい。

vol.19

Miyawaka city　4

特集

3　2007 年 10 月号 Miyawaka city　2

広
聴
の
「
聴
」
は
、
ど
の
よ
う
な
意

味
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
漢
和

辞
典
で
調
べ
て
み
る
と
「
耳
と
ま
っ
す
ぐ

な
心
で
正
し
く
聞
く
」
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
誠
心
誠
意
、
相
手
の
い
う

こ
と
を
よ
く
聞
き
、
理
解
す
る
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
さ
に
宮
若
市
が
目

指
す
広
聴
制
度
そ
の
も
の
で
す
。

　

地
方
分
権
が
進
む
中
、
全
国
の
自
治
体

に
は
自
己
責
任
、
自
己
決
定
の
ま
ち
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な

政
策
を
展
開
し
て
も
、
必
ず
し
も
宮
若
市

で
う
ま
く
い
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

宮
若
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
に
、
行
政
に
対
し
て
出
さ
れ
た
意

見
や
要
望
を
施
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
提

案
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
身
の
上
相
談
や

苦
情
の
中
に
も
、
き
っ
と
ま
ち
づ
く
り
の

ヒ
ン
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

宮
若
市
が
掲
げ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
課
題
な
ど
の

情
報
を
市
役
所
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
共
有

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
住
民
開
放

端
末
な
ど
で
市
民
の
皆
さ
ん
が
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
の
に
十
分
な
、
質
の
高
い
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
共
有
し
た
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
が
求
め
て
い
る
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
と
ら
る
た
め
、
広
聴
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　

広
報
と
広
聴
は
、
自
動
車
の
両
輪
の
よ

う
な
関
係
で
す
。
ど
ち
ら
か
が
欠
け
て
し

ま
っ
て
は
、
ま
と
も
に
進
む
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

宮
若
市
の
広
聴
制
度
に
は
、
各
種
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
始
め
、
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
や
総
合
計
画
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
議

な
ど
の
公
募
市
民
に
よ
る
提
案
。
ま
た
、

市
民
の
提
案
箱
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
広
聴
シ
ス
テ
ム「
ウ
ェ
ブ
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ェ
」
が
あ
り
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
わ

か
る
よ
う
に
、
そ
の
認
知
度
は
ま
だ
ま
だ

低
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
広
聴
制
度
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

行
政
情
報
を
市
民
と
共
有
す
る
こ
と
が
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
で
す

↑総務大臣表彰を受賞した広報みやわか「宮若生活」。９
月６日、山形県山形市で表彰式が行われました（Ｐ１２～）

協働のまちづくりの取り組みの認知度

知っている 知らない 不明

34.0 61.1 4.9

37.7 58.8 5.4

18.1 75.9 6.0

宮若市
まちづくり委員会

わかりやすい
予算書・決算書

市民の提案箱

それぞれの広聴制度につい
て知っている人よりも、知
らない人のほうが大多数と
なっています。今後は広聴
制度をお知らせしていくこ
とが必要不可欠です。

に
加
え
て
、
宮
若
ま
ち
づ
く
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

意
見
公
募
制
度
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

な
ど
、
広
聴
の
種
類
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
パ
ー
ト

ナ
ー
と
な
っ
て
、
誰
も
が
気
軽
に
ま
ち
づ

く
り
に
参
加
で
き
、
そ
し
て
共
に
考
え
る

環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

なぜ、宮若市のまちづくりに広聴制度が必要なのでしょうか。
宮若市の広報広聴業務を担当する企画財政課まちづくり推進グループの斉藤潔さんに広聴制度の重要性について伺ってみました。

特集 ◉ 納得解決「広聴の底力」
広聴って必要ですか？

斉藤 潔 ● 総務企画部企画財政課まちづくり推進グループ係長
総合計画の策定や行財政改革、広報、ホームページなどその業務は多岐に渡る。今回広聴業
務の重要性について「協働」の観点から語っていただきました。
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こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
投

か
ん
し
た
こ
と
が
な
い
人
。
ま
た
、
見
た

こ
と
も
な
い
人
。
こ
れ
を
機
会
に
あ
な
た

の
ア
イ
デ
ア
を
、
近
く
の
提
案
箱
に
投
か

ん
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

市
内
の
公
共
施
設
を
中
心
に
十
一
カ
所

配
置
し
て
い
る
市
民
の
提
案
箱
。
宮
若
市

の
「
耳
」
を
各
地
域
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
利
用
方
法
は
と
て
も
簡
単
で
す
。

箱
と
一
緒
に
提
案
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外
の
用
紙
で
も

大
丈
夫
で
す
。

　

し
か
し
、
最
近
よ
く
見
か
け
ら
れ
る
の

が
匿
名
で
の
投
か
ん
。
せ
っ
か
く
良
い
提

案
や
、
行
政
か
ら
回
答
を
し
た
く
て
も
連

絡
先
の
記
入
が
な
い
と
、
ど
う
し
よ
う
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　

名
前
と
住
所
、
電
話
番
号
に
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
な
ど
、
お
忘
れ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。
毎
月
、
月
初
め
に
市

役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
グ
ル
ー
プ
の
職
員

が
回
収
し
ま
す
。
集
ま
っ
た
ご
意
見
は
、

各
担
当
課
に
振
り
分
け
ら
れ
、
係
長
、
課

長
補
佐
、
課
長
、
次
長
、
部
長
、
副
市
長
、

市
長
へ
と
回
覧
し
ま
す
。
こ
の
提
案
箱
に

書
か
れ
て
い
る
意
見
は
、
匿
名
を
除
い
て

す
べ
て
市
長
ま
で
目
を
通
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
内
容
に
つ
い
て
の
回
答
を
作

成
し
、
提
案
者
に
返
信
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
内
容
に
よ
り
、

返
信
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

時
は
事
前
に
ご
連
絡
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　

今
後
は
、
各
関
係
機
関
と
調
整
し
、
提

案
箱
の
数
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
よ
り

身
近
に
提
案
で
き
る
体
制
を
作
り
ま
す
。

あ
な
た
の
近
く
に
あ
る
市
民
の
提
案
箱
、
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
内
十
一
カ
所
に
配
置
し
て
い
る
市
民
の
提
案
箱
。
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
気
軽
に
投
か
ん
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

思
い
つ
い
た
ら
今
す
ぐ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
市
民
の
提
案
箱

よ
り
便
利
に
、
気
軽
に
提
案
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
広
聴
シ
ス
テ
ム
「
ウ
ェ
ブ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ
」。
そ
の
利
用
方
法
と
は
…
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
に
は
関
心
が
あ
る
け
ど
、

普
段
仕
事
を
し
て
い
て
、
市
民
の
提
案
箱

に
投
か
ん
す
る
の
が
難
し
い
」
と
い
う
あ

な
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
提

案
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

右
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
市
民
の
提
案

箱
の
ウ
ェ
ブ
版
で
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
手

順
も
簡
単
で
す
。

　

ま
ず
、
宮
若
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
。
左
の
列
に
『
市
民
の
提
案
箱
』

と
い
う「
バ
ー
」が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
を「
ク

リ
ッ
ク
」
し
て
く
だ
さ
い
。

　

す
る
と
、
画
面
が
展
開
し
て
、『
市
政

へ
の
提
案
内
容
の
入
力
画
面
』
と
い
う

ペ
ー
ジ
が
出
て
き
ま
す
。
こ
の
「
フ
ォ
ー

ム
」
に
そ
っ
て
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。「
提

案
の
件
名
」
と
「
提
案
の
内
容
」、「
お
名

前
」、「
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
」
が
必
須
項
目

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
記
入
漏
れ
や
間

違
い
が
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

以
上
の
入
力
が
完
了
し
た
ら
、「
確
認

画
面
」
を
「
ク
リ
ッ
ク
」
し
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
「
送
信
」
す
る
と
手
続
き
が
完

了
し
ま
す
。

　

こ
ち
ら
も
、
市
民
の
提
案
箱
と
同
じ
処

理
を
行
い
、
提
案
者
に
回
答
を
返
信
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
質

問
は
、「
よ
く
あ
る
問
い
合
わ
せ
Ｑ
＆
Ａ
」

に
反
映
し
、
広
聴
制
度
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、「
よ
く
あ
る
問
い
合
わ
せ
」
の
ペ
ー

ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

個数 設置場所

１ 宮若市役所

２ 若宮総合支所

３ 中央公民館

４ 社会福祉協議会

５ 保健センター「パレット」

６ 宮田郵便局

７ 宮田桐野郵便局

８ 磯光郵便局

９ 長井鶴郵便局

１０ 笠松郵便局

１１ 中央公民館若宮分館

ＷＥＢコンシェルジェ 市民の提案箱

● 市民の提案箱設置場所一覧

↑皆さんからお寄せいただいた質問を公開しているページ
です。住民票の申請方法や広報の配布方法、リサイクル
についてなど疑問に感じたらのぞいてみませんか。
こちらのページは皆さんの提案があればあるほど、充実し
ていきます。

◉ 宮若市役所
 中央公民館

◉ 若宮
 総合支所

社会福祉協議会

◉
◉ 保健センターパレット

中央公民館若宮分館

◉

宮田郵便局

◉

◉

宮田桐野郵便局

◉ 磯光郵便局

長井鶴郵便局

◉

笠松郵便局

◉

１．ホームページにアクセス
　インターネットから提案する場合、宮若市のホーム
ページにアクセスしていただきます（http://www.city.
miyawaka.lg.jp/）。左のバナーの上から８番目に「市民の
提案箱」がありますので、クリックしてください。

２．提案内容の入力画面へ
　提案内容を含め、お名前や、メールアドレスを記入するフォームに展開
します。ここで記入したメールアドレスに、行政から返信することになりま
すので、お間違いのないようにお願いします。

３．「送信」ボタンをクリックで終了
　「確認画面」をクリックすると、記入内容をチェックする画面に展開しま
す。内容確認後、「送信」ボタンをクリックしてください。市役所のまちづ
くり推進グループが内容を確認すると、内容を受信したメールをお届けしま
す。回答は２週間以内に返信します。

▼

▼

特集 ◉ 納得解決「広聴の底力」
宮若市の耳「その２」

特集 ◉ 納得解決「広聴の底力」
宮若市の耳「その１」

→市内１１カ所に配置している市民の提案箱
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市民の提案箱から

毎月、家に届く広報ですけど、紙が厚くてもったいないと思います。
経費節減のためにも、薄い紙に変更することはできないんでしょうか。

市民の提案箱から

毎月発行している広報紙が家に届いたり、届かなかったりします。
電話で催促しないと届かないのでしょうか。

インターネットによる提案・意見・質問

宮若市になってイントラネットというものが整備されたと聞きました。
どのような設備ですか。私たちの生活に役に立つのでしょうか。

インターネットによる提案・意見・質問

宮若市に図書館ができると聞きました。
どのような計画で進んでいるのか教えてください。

用紙の厚さを変えても、印刷経費に変化はありません

　毎月１回発行している広報みやわか「宮若生活」は、市役所内で文章、写真、
レイアウトを行い、印刷会社へデータを渡します。印刷会社は、提出されたデー
タを印刷、製本し納品しています。この一連の作業の大半を行政が行っている
ため、費用は抑えることができています。２８ページの広報紙では、一冊あたり
２７．４４円。１ページ０．９８円の単価で契約しています。紙の厚さですが、現在
契約している印刷会社がこの紙を大量に入荷し、使っていることから安価に仕上
げることができます。この用紙を変更することで、逆に価格が上昇することが考
えられます。経費の問題もありますが、多少の雨などでも破損しないことなど考
え、現在の用紙を使用しています。

ご連絡をいただいた人には、確実に配布するように努力します
　
　これまで自治会に入会している世帯しか届かなかった広報紙ですが、昨年の６
月から、民間業者に委託して宮若市の全世帯に配布しています。しかし、一部の
地域で配布ミスが発生しています。誠に申し訳ありません。現在は、１日に発行
している広報紙ですが、４日間をかけて全世帯に配布しています。自治会長につ
いては、回覧文書も同時に配布していることから１日、２日でお届けするように
しています。４日以降になっても届かなかったり、お隣は届いているのにない場
合は、市役所まちづくり推進グループにご連絡ください。ご連絡をいただいた世
帯は来月以降、配布漏れがないよう委託業者と連携して取り組んでいきますので
ご理解のほどよろしくお願いします。

広聴Ｑ＆Ａ これから４ページに渡って、実際に皆さんからいただいた疑問やご意見をご紹介します。
なかでも、多く寄せられるものをピックアップしてみました。
ここで取り上げた以外ににも、たくさんの提案やご意見をいただいています。宮若市のホームページの中にある「よく
ある問い合わせＱ＆Ａ」で公開しています。ご覧ください。

本年度は建設に向けて実施設計をすることになっています
　
　図書館を核とする生涯学習拠点施設の整備については、新市建設計画や有吉
市長のローカルマニフェストにも掲げているとおり、生涯学習の充実したまちづ
くりを推進するための大切な事業です。平成１９年度は、建設に向けて皆さんの
意見を聴きながら基本設計を進め、実施設計を作成します。
　平成２０年度は、図書館開館に向けた図書システムの構築や、書誌データの整
備を進めます。そして、平成２１年度に図書館本体の工事に着手し、平成２２年
度中の完成を目指しています。
　完成後には、この施設が多くの市民の皆さんが集い、お互いに交流できるシン
ボル的な施設として利用できるようにしたいと考えています。

市内５カ所の郵便局などで証明書の発行ができます
　
　平成１８年度に整備を完了した地域イントラネット。これは、公共施設などを
高速回線の光ケーブルで結び、情報の高度化と住民サービスの向上を図ることを
目的としています。市内では郵便局など施設５０カ所を光ケーブルで結びました。
　このことにより、磯光、長井鶴、吉川、笠松郵便局、直鞍農協日吉支所の五カ
所では、これまで市役所でしか発行できなかった住民票の写しや印鑑登録証明
書などの発行ができるようになりました。また、市内二十五カ所には、住民開放
端末を設置し、議会中継や市のホームページを観ることができます。
　今後、民間会社の参入により、イントラネットを活用した情報インフラの整備
が進むと、各ご家庭で高速通信によるインターネットを楽しむことができます。

● 問い合わせ　本庁まちづくり推進グ
ループ☎３２・０５１２

● 問い合わせ　本庁社会教育公民館係
☎３２・０１２３

● 問い合わせ　本庁まちづくり推進グ
ループ☎３２・０５１２

● 問い合わせ　本庁情報推進係☎３２・
１０７２

特集 ◉ 納得解決「広聴の底力」
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インターネットによる提案・意見・質問

他のまちに比べ、宮若市は住民税が高いと聞きました。
なぜ高いのですか。理由を知りたいです。

インターネットによる提案・意見・質問

県道２１号線のバイパスが近々利用できるということを聞きました。
いつぐらいに通行できるようになりますか。

市民の提案箱から

先日、友人から児童手当が減額されたと聞きました。
なぜ減額したのか教えてください。

市民の提案箱から

健診や予防接種など、どちらか一方の施設で行うのでなく、
利用する人に合わせて、選択できないのでしょうか。

国が定める地方税法に基づいて計算するため市町村間によって
「住民税が高い、安い」といったことはありません。

　地方税法に基づく住民税の計算方法は、個人の１年間（１月から１２月）の収入金額
とその個人の家族実態（被扶養者数など）が基になります。
　たとえば、年間収入金額が５００万円ある人で、配偶者と子ども３人を扶養している
人と、同額でも扶養家族がいない人では後者の人が住民税は高くなります。また、誰
かが障害者手帳を持っていたり、扶養家族の中に７０歳以上の高齢者がいる場合など
はさらに税金は安くなります。 このように収入状況や家族状況の違いで税金の額は大
きく変わってきます。これらは地方税法の決まりの中で、全国すべての自治体で同様
に行われています。よって、「他のまちに比べ住民税が高い」と言うことはありません。

● 問い合わせ　本庁市民税係☎
３２・０５１３

４月から３歳未満の乳幼児（第１、２子）は１万円となっています
　
　児童を育てている人に手当を支給することで家庭生活の安定を助け、次代
の社会を担う児童の育成を目的とするものです。今回、法律の改正により、
３歳未満の乳幼児の養育者に対する児童手当の額を、第１子と第２子につい
て倍増し、月額が一律１万円となります。３歳以上の児童の児童手当の額、
支給対象年齢や所得制限限度額については、これまでどおりです。このよう
なことから、児童手当は、減額になっていませんのでご安心ください。
　その他に、宮若市では、就学前までの医療費が無料となる制度を行ってい
ます。これは県下でも初めての取り組みとなります。既に乳幼児医療証を持っ
ている人は申請の必要がありません。

● 問い合わせ　本庁児童母子福祉係☎
３２・０５１７

健診方法を検討し、受診しやすい環境をつくります
　
　両地区の保健センターどちらでも受診できるようにというご提案ですが、乳
幼児健診では、お子様一人ひとりのカルテを作成し、受診結果などを記録す
ることで、継続した適切な健康相談、保健指導に役立てています。このカル
テの持ち出しが厳禁となっているため、１カ所で行うことになっています。
　また、健診内容によっては、医師や助産師、看護師などの協力をいただお
りますので、パレットで行う場合、出務回数や経費が２倍となるため難しい状
況にあります。
　今後、アンケート調査や健診方法を検討し、皆さんが受診しやすい環境を
つくっていきます。

● 問い合わせ　保健センター☎３２・８５３
０、保健センターパレット☎５５・６０００

平成２０年４月からの供用を予定しています
　
　県道２１号線バイパスですが、一部区間で工事をしています。道路の管理者が福岡県直方土木事務所となりますので、市の方
から断定できませんが、平成２０年４月１日からは工事が完了し通行ができると聞いています。これにより、粥田橋から、宮田総
合運動公園を通過し、宮田西中学校前までの区間が全面で開通となります。
　これにより、県道２１号線の渋滞も緩和されることが予想されます。供用開始時期については、詳しく情報が入り次第、あらた
めて皆さんにお知らせします。

平成２０年４月１日供用開始

平成５年度供用開始 平成元年度供用開始 平成１０年度供用開始
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● 問い合わせ　本庁国県道整備対策室☎３２・０５６９



人生これからじゃ

▼  １００歳以上の皆さんを市長が訪問
　９月１６日、１００歳以上の人のお宅に市長が訪問し、長寿のお祝
いとして賞状や花束などを贈呈しました。
　今年、市内で１００歳以上となるご長寿は１８人。写真は、今年満
１００歳を迎えた太田黒正光さんが市長の訪問に笑顔で応えてくれて
いることろです。太田黒さんを始め、皆さん本当におめでとうござ
います。
　現在、市の高齢化率は、約２７パーセント。人口の約３分の１を
占める高齢者の皆さんが元気になれば、きっとまちも元気なります。
これからもお体に気をつけて、長生きしてください。

コミュニケーションの壁を越えて

▼  直鞍手話スピーチ大会
　９月２日、マリーホール宮田で、直鞍手話スピーチ大会が行われ
ました。
　今年の出場選手は６人と昨年に比べ減ってしまいましたが、手話
のレベルは高いものでした。宮若手話の会から出場した釜元清さん
は、「私が手話を学ぶ理由」と題し発表。薬剤師である釜元さんが１
人のろうあ者と出会い、手話講座を受講するきっかけとなりました。
３０年がたった今、講座でそのろうあ者と再会したことをスピーチに
しました。「手話では表現できない言葉や方言などいろいろなことに
チャレンジしていきたい」と抱負を語ってくれました。

僕たちが主役の１日

▼  みやわか子どもまつり
　９月９日、中央公民館前広場などで、年に一度のみやわか子ども
まつりが行われました。この日は来場者が１，０００人を越える盛況ぶ
り。県の青年科学館による液体窒素を使った実験や、お気に入りの
キーホルダーを作ったりと、見て、触れる体験型のイベントに子ど
もたちも大満足の様子。婦人会が用意した駄菓子屋コーナーやスト
ラックアウト、お手玉を作ったりする昔遊びのテントなど、どのブー
スも待ち時間がでるほど大にぎわいでした。
　「来年の子どもまつりが今から楽しみだよ」と話す来場者たち。最
後にこの１日を満喫した笑顔を見せてくれました。

あなたの身近で起きた出来事や楽しい話題、イベントなどの情報を教えてください。本庁まちづくり推進グループ☎３２・０５１２（内線２３３）まで

お誕生日おめでとう♥お兄

ちゃんたちと元気いっぱい

遊ぼうね！

有
ありよし
吉　憲

けんた
太ちゃん

Ｈ18年9月29日生（黒丸）

３歳のお誕生日おめでと

う。もなお姉ちゃんと仲良

く元気一杯な女の子になっ

てね。

岩
いわみ
見　結

ゆな
奈ちゃん

Ｈ16年9月26日生（磯光）

我が家の天使、よしつね君。

前のお家のひなちゃんと姉

弟のように仲良しです♥優

しく強い子に育っていって

ネ！

遠
えんどう
藤　義

よしつね
久ちゃん

Ｈ18年9月4日生（本城）

お誕生日おめでとう！これ

からも祐太朗スマイルで元

気にたくましく育ってね♥

大
おおたに
谷　祐

ゆうたろう
太朗ちゃん

Ｈ18年9月15日生（長井鶴）

１歳のお誕生日おめでと

う。早く歩けるようになる

といいね。

奥
おくなが
永　蹴

しゅうと
人ちゃん

Ｈ18年9月1日生（龍徳）

パパとちゃーちゃんと電王

ごっこをして遊ぶのが大好

き。じぃじ、ばぁば、い

つもぼくのわがままにつき

あってくれてありがとう！

小
おの
野　寛

かんた
太ちゃん

Ｈ17年9月4日生（磯光）

● 満３歳までの宮若っ子を募集しています。１０月生まれで掲載を希望される人は、９月１２日（水）までに本庁まちづくり推進グループ、
支所市民グループまで申し込んでください。

Miyawaka
Watching

広報担当がどこにでも取材に行きます！

どこかにあなたの知っている人がいるかもしれない

まちの話題やイベントを紹介するこのページの名は…

壮観！８０ｍのそうめん流し

青少年の健全育成に

▼  宮若市ゴルフ協会チャリティー基金
　８月９日、宮若市ゴルフ協会の家永義隆さんから教育委員会へ寄
付が行われました。
　宮若市ゴルフ協会は会員４２７人。毎月大会を行い年間２千人が楽
しんでいます。「宮若市は日本一ゴルフが盛んな市といっても過言で
はありません」と協会の事務局長を務める家永さんは話します。「今
回のチャリティー大会は、ゴルフ愛好者の健康保持とその基金を活
用して、ジュニアスポーツの育成に活用していただけたらと思い行
いました」。有吉教育長は、「このような寄付をいただくことは大変
ありがたいこと。大切に使わせていただきます」とお礼を述べました。

▼  所田地区そうめん大会
　８月２６日、所田地区の隈神社で恒例のそうめん流し大会が行われ
ました。所田地区も少子化の影響で、子どもたちが少なくなってい
くのを何とかしようとグループを組織し、６年前から始めたのがその
きっかけ。今年も山から竹を切り出し、境内にあるわき水を引いて
八十メートルのそうめん流しを完成させました。この日は、地域の
住民や、そうめん流しのために市外から戻ってきた人など１００人に
のぼる人が集い、流れてくるそうめんを必死に追い掛けました。「１
年に１回でもみんなが戻ってきてくれるとうれしいね」とグループの
関係者は、笑顔一杯に話してくれました。

我が家のアイドルりこた

んだよ♡お兄ちゃん２人

に負けないでたくましく

育ってます。

原
はらだ
田 莉

りこ
瑚ちゃん

Ｈ18年10月16日生
（龍徳）

２歳のお誕生日おめでと

う。車や電車が大好きな

誠弥君。これからも元気

一杯で、優しい男の子に

育ってね。

古
ふるの
野 誠

まさや
弥ちゃん

Ｈ17年10月6日生
（原田）

１歳のお誕生日おめでと

う。じいじ、ばあばに

いつまでも笑顔をみせて

ネ。

古
ふるの
野 梨

りかこ
果子ちゃん

Ｈ18年10月31日生
（沼口）

３歳のお誕生日おめでと

う。これからも明るく元

気でいてね！！

前
まえだ
田 姫

ひめや
弥ちゃん

Ｈ16年10月20日生
（鶴田）

１歳のお誕生日おめでと

う。これからも元気いっ

ぱいな莉実でいてね♡パ

パ、ママより

前
まえだ
田 莉

りみ
実ちゃん

Ｈ18年10月7日生
（本城）

じいじ大好き♡ちょっと

小さめ目だけど、元気い

っぱいの実玖。にいに、

ねえねと仲良くネ！

松
まつなが
永 実

みく
玖ちゃん

Ｈ17年10月20日生
（長井鶴）

１歳のお誕生日おめでと

う。昇ちゃんが産まれ

て毎日が幸せいっぱいで

す。

安
やすだ
田 昇

しょうへい
平 ちゃん

Ｈ18年10月28日生
（磯光）

いろんな事に興味を持ち

始めたあっこちゃん。こ

れからも家族と一緒にた

くさん遊びましょう。

梶
かじはら
原 愛

あきこ
祈子ちゃん

Ｈ18年10月11日生
（福丸）

毎日匠兄ちゃんの真似ば

かり…。おしゃべりも

遊び方もパワーアップ

中！！兄弟仲良くね♡

後
ごとう
藤　聡

さとし

ちゃん

Ｈ17年10月2日生
（磯光）

１歳の誕生日おめでと

う。お兄ちゃんが大好き

なリコ。優しく笑顔の似

合う女の子になってね。

坂
さかのうえ
之上 璃

りこ
心ちゃん

Ｈ18年10月7日生
（磯光）

３歳のお誕生日おめでと

う。これからも元気にた

くましく育ってね。

白
しらつち
土 優

ゆうと
斗ちゃん

Ｈ16年10月9日生
（龍徳）

パパとママの所に来てく

れてありがとう。おばあ

ちゃんやみんなと仲良く

元気に育ってね！

田
たはら
原 琉

りゅうき
生ちゃん

Ｈ18年10月4日生
（磯光）

超自由人のきょうごく

ん。そのまますくすくと

大きく育ってください。

中
なかた
田 赳

きょうご
煌ちゃん

Ｈ17年10月24日生
（磯光）

１さいのお誕生日おめで

とう。これからたくさん

友達作って元気いっぱい

遊ぼうね♡

野
のみやま
見山 元

げんき
希ちゃん

Ｈ18年10月23日生
（本城）

● 満３歳までの宮若っ子を募集しています。１１月生まれで掲載を希望される人は、１０月１２日（金）までに本庁まちづくり推進グルー
プ、支所市民グループまで申し込んでください。



「健診に関するアンケート」

平成２０年度から特定健診・
特定保健指導が始まります

ご
存
知
の
人
も
多
い
と

は
思
い
ま
す
が
、
新

聞
や
テ
レ
ビ
番
組
な

ど
で
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に

す
る
機
会
が
増
え
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

 　

平
成
20
年
度
か
ら
こ
の
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着

目
し
た
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
健
診
で
は
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該

当
者
や
予
備
群
の
人
を
見
つ
け
、

適
切
な
保
健
指
導
を
行
う
こ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
健
診
や
保
健

指
導
は
、
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
健

康
保
険
の
保
険
者
が
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

宮
若
市
で
は
、
国
民
健
康
保

険
者
の
健
診
を
行
う
こ
と
と
な

り
ま
す
。
対
象
と
な
る
皆
さ
ん

に
は
受
診
方
法
を
検
討
す
る
た

め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
郵
送
し

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

● 

対
象
者　

国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
40
歳
か
ら
74
歳
ま

で
の
す
べ
て
の
人

● 

対
象
者
数　

五
千
八
百
二
十

六
人
（
８
月
末
現
在
）

● 

送
付
時
期　

10
月
中
旬

● 

回
収
時
期　

11
月
ご
ろ

● 

回
収
方
法　

専
用
の
返
信
用

封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

ウ
エ
ス
ト
九
十
セ
ン
チ

以
上
あ
る
あ
な
た
、

要
注
意
で
す

 
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
は
、「
内
臓
脂
肪
症
候
群
」
と

呼
ば
れ
、
肥
満
、
高
脂
血
症
、

高
血
圧
、
糖
尿
病
の
う
ち
、
軽

度
で
も
肥
満
を
含
む
三
つ
以
上

を
併
せ
持
っ
て

い
る
状
態
を

い
い
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
三
大

生
活
習
慣
病
と
呼
ば
れ
る
「
脳

卒
中
」、「
が
ん
」、「
心
臓
病
」

な
ど
の
重
大
な
病
気
を
引
き
起

こ
す
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ウ
エ
ス
ト
周
囲
（
お
へ
そ
の

下
）
が
、 

男
性 

八
十
五
セ
ン
チ

以
上
、
女
性
九
十
セ
ン
チ
以
上

に
該
当
す
る
場
合
は
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
疑
い
が

あ
り
ま
す
。

※ 

正
式
な
診
断
に
は
、
血
液
検

査
な
ど
が
必
要
で
す
。
年
に
一

度
は
必
ず
健
康
診
断
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

● 問い合わせ　本庁国保年金係☎ 32・4004

市民の皆さんの生活に直結するい
ろいろな制度やイベントを紹介す
るコーナーです。みやわか

HOT LINE
市役所からのホットなニュースとインフォメーション
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「全国広報コンクール」

「広報みやわか」が
総務大臣表彰受賞

自
治
体
の
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

を
対
象
と
し
た
平
成

19
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
が
、
９
月
６
日
、
７
日

に
山
形
市
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
宮
若
市
の
広
報
紙
が

総
務
大
臣
表
彰
を
受
け
、
有
吉

市
長
に
表
彰
状
と
盾
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
受
賞
し
た
の
は
、
昨

年
の
十
二
月
号
で
特
集
し
た
「
も

し
も
、
ト
ヨ
タ
が
な
か
っ
た
ら
」。

　

各
都
道
府
県
か
ら
推
薦
さ
れ

た
広
報
紙
の
中
か
ら
、
も
っ
と
も

す
ぐ
れ
た
作
品
と
し
て
日
本
一
に

輝
き
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
で
き
た
の
も
、
日

ご
ろ
取
材
に
快
く
協
力
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
あ

な
た
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
る
よ

う
な
広
報
紙
を
目
指
し
て
努
力

● 問い合わせ　本庁まちづくり推進グループ☎ 32・0512

↑ 総務大臣表彰を受ける有吉市長
し
て
い
き
ま
す
。

● 

審
査
講
評　
▽ 

も
し
も
ト
ヨ

タ
が
な
か
っ
た
ら
と
い
う
大
胆

な
特
集
タ
イ
ト
ル
が
目
を
ひ

く
。
石
炭
産
業
か
ら
自
動
車

産
業
に
転
換
す
る
こ
と
で
、
大

き
く
変
ぼ
う
を
遂
げ
た
ま
ち

の
歴
史
を
丹
念
に
追
っ
て
い

る
。
大
企
業
を
中
核
と
し
た
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
ま
で
含
め
た
企
業

集
団
の
誘
致
と
い
う
決
断
の
正

否
を
真
摯
に
検
証
し
て
い
る
。

特
集
を
含
め
て
、
全
体
的
に
住

民
を
主
役
に
し
た
企
画
編
集

セ
ン
ス
は
抜
群
で
あ
り
、
字
間

を
配
慮
し
た
ス
ペ
ー
ス
に
ゆ
と

り
を
持
た
せ
た
読
み
や
す
い
紙

面
と
い
え
る
（
小
池
保
夫
さ
ん

「
明
治
大
学
教
授
」）

　

 

▽ 

も
し
も
「
○
○
」
が
な
か
っ

た
ら
…
と
い
う
仮
説
か
ら
始
ま

る
特
集
な
の
で
少
し
不
安
を

も
ち
な
が
ら
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ

た
。
だ
が
、
そ
れ
は
杞
憂
に
過

ぎ
ず
、
関
係
者
へ
の
取
材
や
具

体
的
取
り
組
み
、
自
主
財
源
、

借
金
な
ど
の
数
値
的
根
拠
の

意
味
を
示
し
つ
つ
、
地
域
「
協

働
」
を
リ
ア
ル
な
視
点
で
投
げ

か
け
て
い
る
。
統
一
と
変
化
を

意
識
し
た
気
品
の
あ
る
レ
イ
ア

ウ
ト
を
含
め
、
広
報
紙
全
体
の

レ
ベ
ル
が
高
い
。
担
当
者
一
人

で
兼
務
と
い
う
点
に
も
感
心
し

た
。（
吉
村 

潔
さ
ん
「
エ
デ
ィ

タ
ー
」）

「パソコン講座受講生募集」

表計算やインターネットを
学習できます

● 問い合わせ　本庁社会教育・公民館係☎ 32・0123

講座名 対象者 コース 開催日 ところ テキスト代

エクセル講座

文字入力ができる人

Ａコース（昼間）
午前１０時から正午まで
Ｂコース（夜間）
午後７時から９時まで

１０月３０日（火）、
１１月１日（木）、６日（火）、
８日（木）、１３日（火）、１５日（木） 中央公民館

視聴覚室
１，０００円程度

インターネット講座

Ｃコース（昼間）
午前１０時から正午まで
Ｄコース（夜間）
午後７時から９時まで

１１月１９日（月）、２０日（火）、
２２日（木）、２６日（月）、
２７日（火）、２９日（木）

簡
単
な
文
字
入
力
が

で
き
る
人
な
ら
大

丈
夫
で
す
。

表
計
算
を
学
習
す

る
「
エ
ク
セ
ル
講
座
」
と
、
ウ
イ

ル
ス
対
策
か
ら
メ
ー
ル
ま
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
学
習
す

る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座
」
を

昼
間
と
夜
間
に
分
け
て
、
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

● 

募
集
定
員　

各
コ
ー
ス
十
九
人

※ 

申
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、
事

務
局
で
抽
選
を
し
決
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
申
込
者
数
が
定
員
に
満

た
な
い
場
合
は
、
講
座
を
中
止
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

● 

対
象
者　

市
内
に
住
ん
で
い
る

人
か
、
勤
め
て
い
る
成
人
に
限

り
ま
す
。

● 
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
視
聴

覚
室

● 

受
講
料　

千
円
程
度
（
テ
キ
ス

ト
代
）

● 

申
込
方
法　

中
央
公
民
館
、
中

央
公
民
館
若
宮
分
館
に
申
込

用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
締
切　

10
月
19
日
（
金
）

ま
で

※ 

受
講
が
決
定
し
た
人
に
は
、
全

員
に
講
座
決
定
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。
抽
選
に
よ
り
、
落
選
し

た
人
に
は
通
知
書
を
送
付
し
ま
せ

ん
。
あ
ら
か
じ
め
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

を
併
せ
持
っ
て

い
る
状
態
を

い
い
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
三
大

生
活
習
慣
病
と
呼
ば
れ
る
「
脳

卒
中
」、「
が
ん
」、「
心
臓
病
」

←このようなアンケート用紙が
ご自宅に届きます。

「住民説明会を行います」

旧若宮町域が
準都市計画区域の指定対象となります

都
市
計
画
法
の
改
正
に

よ
り
、
福
岡
県
で
は

都
市
計
画
区
域
外
に

準
都
市
計
画
区
域
を
指
定
す
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
宮

若
市
で
は
「
若
宮
地
区
」
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

準
都
市
計
画
区
域
に
指
定
す

る
こ
と
で
、
主
に
一
万
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
の
開
発
行
為
に
必
要

で
あ
っ
た
開
発
許
可
が
三
千
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
許
可
を
受

け
る
必
要
が
で
て
き
ま
す
。
ま

た
、
建
築
物
を
建
築
（
十
平
方

メ
ー
ト
ル
以
内
の
増
築
は
除
く
）

し
よ
う
と
す
る
場
合
、
法
律
に

よ
り
事
前
に
確
認
申
請
手
続
き

が
必
要
と
な
り
、
建
築
物
の
敷

地
は
、
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の

道
路
に
二
メ
ー
ト
ル
以
上
、
接
し

て
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
四
メ
ー
ト
ル
未
満
の

道
路
に
は
、
そ
の
中
心
線
か
ら

二
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
後
退
を
行
っ

て
建
て
る
こ
と
な
ど
が
必
要
と

な
り
ま
す
。（
四
メ
ー
ト
ル
未
満

の
道
路
は
事
前
の
道
路
調
査
が

必
要
と
な
り
ま
す
）

　

そ
の
他
、建
ぺ
い
率
、容
積
率
、

高
さ
の
制
限
が
出
て
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
若
宮
地
区
の

無
秩
序
な
開
発
が
進
ま
な
い
よ

う
に
、
土
地
利
用
の
規
制
が
行

わ
れ
ま
す
。
そ
の
法
律
の
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

住
民
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

● 

と
き
・
と
こ
ろ　
▽
10
月
９
日

（
火
）
＝
若
宮
小
学
校
体
育
館

▽
10
日
（
水
）
＝
山
口
小
学
校

体
育
館
▽
11
日
（
木
）
＝
若
宮

西
小
学
校
体
育
館
▽
12
日（
金
）

＝
吉
川
小
学
校
体
育
館
、
午

後
７
時
か
ら

※ 

各
地
域
の
小
学
校
の
体
育
館

で
行
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
都

合
に
合
う
会
場
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

用
語
説
明

▼ 

準
都
市
計
画
区
域　

都
市
計

画
区
域
外
の
区
域
の
う
ち
、

将
来
に
お
け
る
都
市
と
し
て

の
整
備
、
開
発
や
保
全
に
支

障
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
区
域
を
土
地
利

用
の
整
序
を
行
う
目
的
で
指

定
し
て
一
定
の
規
制
を
行
う

区
域
の
こ
と
。

▼ 

建
ぺ
い
率　

敷
地
内
に
一
定

の
空
地
を
確
保
し
て
、
建
て

詰
ま
り
を
防
止
し
、
建
築
物

の
採
光
、
通
風
を
確
保
す
る

こ
と
に
よ
り
、
良
好
な
環
境

形
成
を
図
ろ
う
と
す
る
目
的

を
数
字
で
表
し
た
も
の
。

▼ 

容
積
率　

地
区
の
良
好
な
市

街
地
環
境
を
確
保
す
る
も
の
。

こ
の
容
積
率
の
制
限
値
が
小

さ
い
ほ
ど
、
日
照
な
ど
の
居

住
環
境
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
る
。

● 問い合わせ　本庁都市計画係☎ 32・0955



「詐欺被害防止のために」

介護保険料を装う
詐欺事件が発生しています

「
あ

な
た
の
介
護
保

険
料
に
未
納
が

あ
る
た
め
、
徴
収

に
き
ま
し
た
」。

　
「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
申
請

を
す
れ
ば
、
お
金
が
返
っ
て
き
ま

す
」。

　
「
介
護
保
険
の
認
定
更
新
に
あ

た
り
、
未
納
の
保
険
料
が
あ
り
ま

す
」。
こ
の
よ
う
な
や
り
と
り
に
、

出
く
わ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

福
岡
県
内
で
高
齢
者
世
帯
を
訪

問
し
、
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連

合
支
部
や
介
護
保
険
事
業
所
の
職

員
と
偽
っ
て
、
現
金
を
だ
ま
し
取

る
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ

の
手
口
は
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
の

で
、
簡
単
に
家
に
上
げ
た
り
、
お

金
を
渡
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

必
要
な
こ
と

　

８
月
に
送
付
し
ま
し
た
平
成
19

年
度
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知

書
（
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
）

掲
載
の
保
険
料
徴
収
方
法
欄
が
特

別
徴
収
に
な
っ
て
い
る
人
は
、
年

金
か
ら
の
天
引
き
に
な
り
ま
す
の

で
、
介
護
保
険
料
を
徴
収
に
う
か

が
う
こ
と
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
普
通
徴
収
や
併
用
徴

収
（
特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
）
に

つ
い
て
は
直
接
、
ま
た
は
口
座
振

替
に
よ
り
納
付
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
介
護
保
険
料
を
滞
納

し
て
い
る
場
合
は
、
必
要
に
応
じ

徴
収
に
う
か
が
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

徴
収
時
に
は
、
福
岡
県
介
護
保

険
広
域
連
合
の
職
員
証
を
持
参
し

ま
す
の
で
、
そ
れ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

宮
若
市
は
、
福
岡
県
介
護
保
険

広
域
連
合
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

保
険
料
を
徴
収
し
た
場
合
、
福
岡

県
介
護
保
険
広
域
連
合
の
規
定
の

領
収
書
に
収
納
出
納
員
の
領
収
印

を
押
印
し
ま
す
。

　

不
審
に
思
っ
た
り
、
金
銭
を
要

求
し
て
き
た
ら
、
職
員
証
の
提
示

を
求
め
、
介
護
保
険
料
を
払
う
前

に
本
庁
老
人
福
祉
係
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

● 問い合わせ　本庁老人福祉係☎ 32・0515
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「宮若ふるさと祭・２００７」

ゲキレンジャーもやってくる
宮若ふるさと祭

● 問い合わせ　宮若ふるさと祭実行委員会☎ 32・0519

今
年
で
２
回
目
と
な
る

宮
若
ふ
る
さ
と
祭
。

沖
縄
民
謡
の
歌
謡

シ
ョ
ー
や
獣
拳
戦
隊
ゲ
キ
レ
ン

ジ
ャ
ー
に
よ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ー
、
も
ち
ま
き
や
保
育
園

児
に
よ
る
遊
技
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
お
友
達
同
士
や
、
ご
家

族
そ
ろ
っ
て
の
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

● 

と
き　

10
月
28
日
（
日
）
午

前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

ま
で

● 

と
こ
ろ　

西
鞍
の
丘
総
合
運

動
公
園
イ
ベ
ン
ト
広
場
周
辺

● 

内
容　

 

▽
歌
謡
シ
ョ
ー
＝
沖
縄

民
謡
ポ
ッ
プ
ス
バ
ン
ド
、
チ
ャ

ン
プ
ラ
ー
ズ
▽
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ー
＝
獣
拳
戦
隊
ゲ
キ
レ
ン

ジ
ャ
ー
▽
大
抽
選
会
＝
地
デ
ジ

対
応
テ
レ
ビ
や
任
天
堂
Ｗ
ｉ
ｉ

な
ど
豪
華
賞
品
多
数
（
抽
選
券

は
当
日
、会
場
で
配
布
し
ま
す
）

▽
そ
の
他
＝
モ
チ
ま
き
、
保
育

園
児
に
よ
る
遊
技
・
舞
踊

※ 
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
10
月
23

日
の
朝
刊
に
折
り
込
み
ま
す
）

献
血
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

今
、
血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す

● 

主
催　

午
前
10
時
か
ら
11
時

30
分
、
午
後
12
時
30
分
か
ら

３
時
ま
で

● 

主
催
・
協
催　

宮
若
市
献
血
推

進
協
議
会
・
宮
若
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ

● 

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

パ
レ
ッ
ト
☎
５
５
・
６
０
０
０
、

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
３
２
・
８
５

３
０

「ごみ減らしのポイントは３つのＲ」

あなたの行動が、
ごみの減量につながります

宮
若
市
の
平
成
18
年
度
ご
み
処

理
量
は
九
千
六
百
十
一
ト
ン

で
す
。
昨
年
よ
り
百
五
十
ト

ン
ほ
ど
増
え
、
増
加
傾
向
に
あ
る
と
い

え
ま
す
。
こ
の
問
題
は
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
自
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見

直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
環
境
に

や
さ
し
い
暮
ら
し
を
目
指
し
て
、
ま
ず

は
ご
み
減
量
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
、

そ
れ
は
リ
デ
ュ
ー
ス
（
減
ら
す
）、リ
ユ
ー

ス
（
再
使
用
）、
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利

用
）。
こ
の
三
つ
を
実
行
す
る
こ
と
が
、

ご
み
減
ら
し
に
、
ま
た
資
源
を
有
効
利

用
す
る
こ
と
に
役
立
ち
ま
す
。

買
い
物
の
と
き
の

ご
み
減
ら
し

　

10
月
は
買
い
物
袋
持
参
運
動
強
化
月

間
で
す
。
ま
ず
、
ご
み
を
持
ち
込
ま
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
、
レ
ジ
袋
を
断
り

ま
し
ょ
う

▽
少
し
の
買
い
も
の
は
シ
ー
ル
で
す
ま

せ
、
割
り
ば
し
、
ス
ト
ロ
ー
、
ス
プ
ー

ン
は
も
ら
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▽
シ
ャ
ン
プ
ー
や
洗
剤
、
調
味
料
や
ボ
ー

ル
ペ
ン
の
芯
な
ど
の
文
房
具
ま
で
、
つ

め
か
え
商
品
を
買
い
ま
し
ょ
う

▽
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
よ
り
、
水
筒
を
利
用
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▽
電
池
は
充
電
式
の
も
の
を
選
び
ま

し
ょ
う

▽
包
装
の
少
な
い
も
の
を
買
い
ま
し
ょ
う

生
ご
み
か
ら
た
い
肥
へ

生
ご
み
処
理
機
器
補
助

　

キ
ッ
チ
ン
関
係
の
ご
み
減
ら
し
で
、

ど
ん
な
に
食
材
を
上
手
に
使
い
き
っ
て

も
生
ご
み
が
ど
う
し
て
も
残
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
生
ご
み
を
堆
肥
化

す
る
た
め
に
効
果
的
な
処
理
機
器
が
あ

り
ま
す
。
宮
若
市
で
は
、
ご
み
を
減
ら

す
た
め
一
般
家
庭
が
販
売
店
で
購
入
し

た
、
生
ご
み
処
理
機
器
（
電
動
式
、
Ｅ

Ｍ
容
器
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
）
に
対
し
、

購
入
費
を
一
定
額
補
助
し
て
い
ま
す
。

※ 

そ
れ
ぞ
れ
、
限
度
個
数
の
補
助
金
の

交
付
を
受
け
て
五
年
以
内
は
、
新
た
な

補
助
金
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん

● 
申
請
に
必
要
な
も
の　
▽
申
請
者
の

印
鑑
▽
領
収
書
＝
購
入
日
の
日
付
、

販
売
店
の
領
収
印
、
処
理
機
器
の
名

称
、
型
式
及
び
製
造
番
号
（
電
動
式

の
場
合
の
み
）
▽
保
証
書
＝
処
理
機

の
型
式
や
製
造
番
号
が
確
認
で
き
る

も
の
（
電
動
式
の
場
合
の
み
）
▽
通

帳
の
写
し

５
ケ
月
で
二
十
五
ト
ン
回
収

資
源
物
拠
点
回
収

　

家
庭
か
ら
ご
み
と
し
て
捨
て
ら
れ
て

い
る
資
源
物
を
有
効
利
用
し
、
ご
み
の

減
量
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
、
宮
若
市

で
は
５
月
か
ら
市
役
所
、
若
宮
総
合
支

所
で
毎
月
第
二
、
第
四
日
曜
日
の
９
時

か
ら
正
午
ま
で
の
間
で
資
源
物
の
拠
点

回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
第
一
、

第
三
日
曜
日
も
く
ら
じ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
棟
で
拠
点
回
収

を
行
っ
て
い
ま
す
。

● 

新
聞
紙　

次
の
よ
う
に
し
ば
っ
て
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
折
込
チ
ラ
シ

は
、
は
が
き
や
封
筒
が
混
ざ
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
多
い
の
で
、
別
に
「
そ

の
他
の
紙
」
と
し
て
出
す
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

● 

ダ
ン
ボ
ー
ル　

紙
と
紙
の
間
に
波
状

の
紙
が
あ
る
も
の
で
す
。
お
菓
子
の

箱
な
ど
の
厚
紙
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
と

し
て
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※ 

次
の
よ
う
な
も
の
も
ダ
ン
ボ
ー
ル
と

し
て
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
テ
ィ
ッ

シ
ュ
の
箱
、
サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ
の
箱
、
お

菓
子
箱
、
紙
フ
ァ
イ
ル
、
サ
ラ
ン
ラ
ッ

プ
芯

● 

雑
誌　

週
刊
誌
、
コ
ミ
ッ
ク
、
書
籍
、

カ
タ
ロ
グ
の
よ
う
に
、
の
り
付
け
や

ホ
ッ
チ
キ
ス
で
製
本
さ
れ
た
も
の
で

す
。
目
安
と
し
て
十
ペ
ー
ジ
以
上
の

厚
い
も
の
を
雑
誌
と
し
て
取
り
扱
い

ま
す
。
皮
製
の
表
紙
の
も
の
は
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん
。
取
り
外
し
て

紙
部
分
だ
け
を
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

※ 
そ
れ
以
外
の
紙
類
は
ほ
と
ん
ど
こ
の

「
そ
の
他
の
紙
」
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
た
め
に

● 問い合わせ　本庁環境衛生係☎ 32・0516
　　　　　　　　 支所福祉グループ☎ 52・1113

電
動
式
、

手
動
式

上
限
額
三
万
円

（
購
入
価
格
の
半
額
）
一
世
帯

一
個
ま
で

Ｅ
Ｍ
容
器
、

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器

上
限
額
三
千
円

（
購
入
価
格
の
半
額
）
一
世
帯

二
個
ま
で

↑子どもたちに大人気のゲキレンジャーショーがふるさと祭
にやってきます。

→ 

職
員
は
必
ず
こ
の
「
職
員
証
」
を
携
帯
し

て
い
ま
す
の
で
、
提
示
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

第２回３Ｒ推進全国大会

神田紫さんによる講談や小宮山宏さんの特別講演、安藤和津さんの記念講演
など循環型社会の重要性についての大会です。
● とき　１０月１８日（木）▷午前１０時から＝ごみゼロふくおか推進大会▷午後
１時３０分から＝３Ｒ推進全国大会式典

● ところ　リーガロイヤルホテル小倉 
● 申込み・問い合わせ　福岡県環境部循環型社会推進課☎０９２・６４３・３３
７１

は
、リ
サ
イ
ク
ル
製
品（
古
紙
利
用
製
品
）

を
使
う
こ
と
も
大
切
で
す
。
古
紙
を
再

生
利
用
し
た
製
品
の
多
く
に
は
グ
リ
ー

ン
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
マ
ー
ク
を
目
印
に
、
選
び
ま
し
ょ
う
。

● 

布
類　

Ｙ
シ
ャ
ツ
、
ジ
ー
ン
ズ
、
Ｔ

シ
ャ
ツ
、
セ
ー
タ
ー
、
マ
フ
ラ
ー
、

ハ
ン
カ
チ
、
ス
カ
ー
フ
、
着
物
、
ス
ー

ツ
、
ナ
イ
ロ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

※ 

配
布
し
た
チ
ラ
シ
で
は
、
カ
ー
テ
ン

や
毛
布
は
持
ち
込
め
る
と
表
記
し
て
い

ま
し
た
が
現
在
持
ち
込
め
ま
せ
ん
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

○2007テレビ朝日・東映ＡＧ・東映c
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公民館トピック

● 問い合わせ
本庁社会教育公民館係、本庁文化振興係、本庁スポーツ振興係☎３２・０１２３

17　2007 年 10 月号

ommunityhc

誰もが生まれながらに持つ権利、それが「人権」です
● 問い合わせ　本庁社会教育・公民館係☎３２・０１２３

　人間が心豊かで幸せな生活を送るためには、一人ひとりの人権尊重の気持ちがとても大切です。
　人間が人間らしく生きていくために誰からも侵されることのない権利、それが人権。私たちはみんな生まれたと
きから「人権」を持っています。
　今年の「人権問題地域懇談会」は１０月１６日の宮田小学校区をかわきりに１１月１５日の若宮小学校区まで市内１０
箇所の小学校区単位で開催します。人権に関するお話しを、親しみやすい落語やフォークソングを通して行います。
日程は下記のとおりで行いますが、どの会場に参加されても結構です。
　この機会に「人権」について考えてみませんか？皆さんお誘い合わせの上、お越しください。

人権問題地域懇談会（１０月１６日から１１月１５日まで）
校区 開催期日 会場 内容

宮田小学校
１０月１６日（火）
午後７時～

宮田小学校
体育館

● テーマ　「共に生きるやさしさ」
● 講師　むかい治英さん
※ フォークソングを交えて人権問題
の弾き語りをします。

宮田東小学校
１０月２３日（火）
午後７時～

宮田東小学校
体育館

宮田北小学校
１０月３０日（火）
午後７時～

宮田北幼稚園
遊戯室（２F）

笠松小学校
１１月６日（火）
午後７時～

なびきホール

宮田南小学校
１１月１３日（火）
午後７時～

マリーホール宮田

若宮南小学校
１０月１８日（木）
午後７時～

若宮南小学校
体育館

山口小学校
１０月２５日（木）
午後７時～

山口小学校
体育館

● テーマ　「落語で考える身のまわり
の人権」
● 講師　吉田大作さん（川崎亭好朝）
※ 落語を交えた人権の話です

吉川小学校
１１月１日（木）
午後７時～

吉川小学校
体育館

若宮西小学校
１１月８日（木）
午後７時～

若宮西小学校
体育館

若宮小学校
１１月１５日（木）
午後７時～

若宮小学校
体育館

宝くじの助成金を受けてカローリングを購入しました

　

今
年
で
２
回
目
と
な
る
宮
若
市
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

タ
。
車
で
ご
来
場
の
際
に
は
で
き
る
だ
け
、
乗
り
合

わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

● 

と
き　

10
月
14
日
（
日
）

● 

と
こ
ろ　

西
鞍
の
丘
総
合
運
動
公
園

● 

時
間　
▽
午
前
８
時
＝
集
合
▽
８
時
30
分
＝
開
会

式
▽ 

９
時
＝
競
技
開
始

● 

種
目　
▼
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

▼
力
を
あ
わ
せ
て
＝
▽
百
足
競
争
▽
西
鞍
三
周
ミ
ニ

駅
伝
▽
ボ
ー
ル
で
カ
ー
リ
ン
グ
▽
年
齢
別
リ
レ
ー

▽
二
人
三
脚
障
害
物
リ
レ
ー
▽
ジ
ャ
ン
プ
王
（
大

縄
跳
び
）

● 

問
い
合
わ
せ　

本
庁
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
☎
３
２
・

０
１
２
３

　

室
内
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
カ
ロ
ー
リ

ン
グ
。
今
回
、
地
域
ご
と
に
講
習

会
を
行
い
ま
す
。
12
月
16
日
に
は
、

大
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
体
育

館
シ
ュ
ー
ズ
を
ご
持
参
の
上
、
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
今
後
、
機
材
に
つ
い
て

は
大
会
な
ど
を
経
て
地
域
に
貸
し
出
し
ま
す
。

● 

貸
出
対
象
者　

市
内
公
民
館
な
ど

● 

申
込
方
法　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
備
品
利
用
団
体
」

に
登
録
し
て
借
入
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す

（
利
用
日
の
十
日
前
ま
で
に
申
請
）

● 

問
い
合
わ
せ　

本
庁
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
☎
３
２
・

０
１
２
３

国指定の竹原古墳を見てみませんか

今年で２回目、宮若市スポーツフェスタ

　

秋
の
遠
賀
川
流
域
の
同
時
公
開
事
業
で
竹
原
古
墳

（
国
指
定
史
跡
）
を
無
料
で
公
開
し
ま
す
。

　

当
日
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
説
明
も
あ
り
ま
す
。

日
本
に
現
存
す
る
装
飾
古
墳
で
も
極
め
て
保
存
状
態

が
よ
い
竹
原
古
墳
。
こ
の
機
会
を
通
し
て
、
歴
史
探

訪
に
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

● 

と
き　

10
月
20
日
（
土
）
と
21
日
（
日
）
の
二
日
間
、

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

● 

と
こ
ろ　

諏
訪
神
社
境
内
（
竹
原
七
十
三
ー
一
）

● 

問
い
合
わ
せ　

本
庁
文
化
振
興
係
☎
３
２
・
０
１

２
３

とき・ところ 地域割
１０月２２日（月）
Ｂ＆Ｇ海洋センター
体育館

太蔵東区、太蔵中区、太蔵西区、太蔵南区、桐野東区、桐野本区、
脇野、千石、岩渕、生見、如来田、所田、長井鶴、上大隈、陽の浦、
宮田宿舎、原町杉坂、桐野宿舎、ＮＴ杉坂、向陽、美里ケ丘

１０月２４日（水）
宮田北小学校体育館 龍徳、百合野、本城、白百合、磯光、桃山、鶴田

１０月２６日（金）
宮田光陵中学校
体育館

埴安、菅牟田、天竺下、松尾、日陽、東町、新成中北、菅町、大
之浦東西区、二坑、欅原、上町、和の里、鍋田、梅の木、あけぼの、
大之浦東南部南区、宮田団地、岩河内、水町、矢萩、毛勝

１０月２９日（月）
なびきホール

芹田、下有木、上有木、内山、倉久、四郎丸、新笠松、、飯之倉、
旭ケ丘、勝負尻

１０月３１日（水）
市民体育館

黒丸、宮永、稲光、平、高野、竹原、黒目、小伏、乙野、脇田、湯原、
下、日吉

１１月２日（金）
若宮小学校体育館

福丸、金生、向田、原田、金丸、八幡台、水原、浅ケ谷、畑、野中、
里、小原、沼口

←↑ 竹原古墳は、諏訪神社の境内にあ
ります。千五百年前に書かれたものを
自分の目で見てみませんか

↑ 昨年に比べ、競技内容が充実しているスポーツフェスタ。名勝負が期待できます。



図書室だより

l ibrary● １０月の休館日　１日、８日、１５日、２１日、２９日
● 問い合わせ　中央公民館☎３２・０１２３

博士の本棚
小川洋子・著
新潮社

フーフーまるがやってくる！
末吉暁子・文
講談社

のりこちゃんとひとみちゃんは１年
生。学校の帰り道、毎日同じ道を通っ
ているのに、いつも違う発見がありま
す。２人の発見って何でしょう？絵本
の作者、うちだひろこさんは市内で活
躍している絵本作家です。幼いころの
帰り道を思い浮かべながら描いた絵か
らは、宮若の豊かな四季の移り変わり
や、故郷への愛を感じます。ホッと懐
かしくなるオススメの絵本です。

第１回本屋大賞受賞作品「博士の愛し
た数式」の著者、小川洋子さんの本が
図書室に入りました。子ども時代の思
い出や、小川さんが興味を持つ、数学
や文学の本などを紹介。どれも思い入
れの深さが胸に響いてきて、「読んで
みたい」と感じるものばかり。季節は
秋。読書熱に拍車をかけられてしまう
かも…。本とともに送る生活の幸福を
伝えた極上のエッセイです。

ざわざわ森のがんこちゃんシリーズ、
最新刊の紹介です。待ちに待った遠足
の日。でも、遠くの方から大きな大き
な台風がやってきました。がんこちゃ
んたちは安全な場所に避難しました
が、台風はどんどん激しくなって…。
そんな時、クラスの仲間、ワニのバン
バンがいない事に気付きます。がんこ
ちゃんもバンバンも大ピンチ！ハラハ
ラ、ドキドキのお話です。

博士の本棚

今月の新刊です
● 一般の本
ご飯を大盛りにするオバチャンの店は必ず繁盛する
（島田紳助・作）
飛田和緒のひとりごはん日記（飛田和緒・作）
ソロモンの犬（道尾秀介・作）
● 児童の本
はたらきもののナマケモノ（斉藤 洋・作）
まじょまつりにいこう（せな  けいこ・編）

　毎月第１土曜日の午後
２時から、１階児童図書室
ではおはなし会を催して
います。
　今月の簡単工作は「魔
法使いに大変身！」と題し
て、子どもたちに魔法使
いの衣装を作ってもらう予
定となっています。おはな
し会が終わったころには、
図書室から可愛い魔法使
いがたくさん出てくるでしょう。
　どんな魔法使いが誕生するのか、
今からとっても楽しみです。はさ
みなどは使いませんので、小さな
お子さんでも楽しめますよ。あ
なたの参加をお待ちしてい
ます。

「楽しみなおはなし会」
の巻

　参加するとシールが貼れるお話し会カードがもらえま
す。たくさんシールを集めてね。今回の簡単工作は「ス
タンプぺったん～しおりを作ろう～」です。
● とき　１１月１０日 （土）午後２時から 
● ところ　中央公民館１階児童室
※ 参加費は無料です。

おはなし会のお知らせ

フーフーまるがやってくる！ふたりのみちくさ
うちだひろこ・  作 /絵

新風舎

ふたりのみちくさ
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今月の健康

ealth centerh● 問い合わせ
保健センター☎３２・８５３０、保健センター「パレット」☎５５・６０００ h

　

予
防
接
種
は
、
福
岡
県
内
の
指
定
医
療
機

関
な
ら
ど
こ
で
も
受
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
直

鞍
地
区
以
外
で
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、

事
前
に
必
ず
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

予
防
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
主
治
医
の

先
生
と
よ
く
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
直

鞍
地
区
指
定
医
療
機
関
に
は
「
ス
テ
ッ
カ
ー
」

が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
） 

● 

接
種
期
間　

10
月
１
日
（
月
）
か
ら
12
月

末
日
ま
で

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

感
染
経
路
を
断
っ
て
予
防

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
ワ
ク
チ
ン
を

こ
れ
か
ら
、
寒
く
な
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季
節
に
な
り
ま
す
。

高
齢
者
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
、
肺
炎
な
ど
の
合
併
症
を
起
こ
し
や
す
く
、 

重
症
化
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
有
効
な
手
段
で
す
。

満
65
歳
以
上
の
人
は
法
律
に
よ
り
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

対
象
者　

①
＝
接
種
日
に
満
65
歳
以
上
で

接
種
を
希
望
す
る
人
②
＝
満
60
歳
か
ら
64

歳
ま
で
で
心
臓
病
、
腎
臓
病
な
ど
の
内
部

障
害
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）
の

人
で
接
種
を
希
望
す
る
人
。 

※ 

こ
の
対
象
者
以
外
で
予
防
接
種
を
希
望
す

る
人
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

● 

接
種
料
金　

千
円
（
①
、
②
に
該
当
す
る

生
活
保
護
受
給
者
は
、
無
料
で
接
種
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
予
防
接
種
す
る
と
き

は
、必
ず
医
療
機
関
に
、「
保
護
受
給
者
カ
ー

ド
」
ま
た
は
「
緊
急
受
診
証
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
）

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
の
た
め
に

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
予
防
が
何
よ
り
も
大

切
で
す
。 

と
は
い
っ
て
も
、
多
く
の
人
と
接
触

す
る
機
会
の
多
い
現
代
人
に
は
ウ
イ
ル
ス
と

無
縁
で
過
ご
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
す
。

　

予
防
の
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
、
ウ
イ
ル

ス
が
体
内
に
進
入
し
て
き
て
も
や
っ
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
、
丈
夫
な
体
を
つ
く
っ
て
お

く
こ
と
で
す
。

▼ 

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

▼ 

う
が
い
で
の
ど
を
清
潔
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う

▼ 

温
度
差
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

▼ 

で
き
る
だ
け
人
混
み
を
さ
け
ま
し
ょ
う

▼ 

手
洗
い
を
十
分
に
し
ま
し
ょ
う

▼ 

夜
更
か
し
を
せ
ず
睡
眠
を
十
分
に
と
り
ま

し
ょ
う

▼ 

偏
食
を
せ
ず
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
摂

り
ま
し
ょ
う

症状として、突然の高熱、
のどの痛み、筋肉痛など
が見られます。他にも、
風邪と同じ症状がでるこ
ともあります。インフル
エンザのこわい点は、気
管支炎や肺炎を起こす原
因になることです。

● インフルエンザの
● 特徴とは…

医療機関 電話番号

安倍病院 ☎３２・００８０

有吉病院 ☎３３・３０２０

磯光病院 ☎３３・１６０８

祷若宮医院 ☎５２・１７７７

今井小児科医院 ☎３２・０１７７

尾上小児科医院 ☎３２・００８４

鞍手共立病院 ☎２２・２０５７

ごとう医院 ☎３３・３６２６

下川医院 ☎３２・００７３

杉坂クリニック ☎３２・３６５０

杉山内科医院 ☎５２・００３１

中野病院 ☎３２・０３２３

藤井病院 ☎３２・０１１７

宮田病院 ☎３２・３０００

山近内科医院 ☎３２・０１３５

吉原循環器科内科 ☎５２・００７３

● 宮若市内指定医療機関

※ 直方鞍手地区の医療機関については、回覧文書
をご覧ください。



追加募集
自衛官採用試験

　次のとおり自衛官の採用試験を行い
ます。試験会場についてはお問い合せ
ください。
● 募集種目　男子２士
● 試験日　▷２次試験＝１０月２０日
（土）▷３次試験＝１１月１７日（土）
▷４次試験＝１２月１５日（土）▷５
次試験＝平成２０年１月１９日（土）

● 資格　１８歳以上２７歳未満の男子
● 受付締切　各試験日の２日前
● 問い合わせ　自衛隊福岡地方協力本
部飯塚地域事務所☎０９４８・２２・
４８４７

障害者職業能力開発校
訓練生募集

　障害のある人に職業に必要な知識や
技能を習得していただき、職業の安定
と自立を図ります。
● 応募資格　身体障害者手帳や療育
手帳を持っている人で就職の意志が
ある人。そして、健康面で集団生活
ができる人です。

● 応募方法　所定の入校願書、健康
診断書、身体障害者手帳や療育手
帳の写しを公共職業安定所に提出し
ます。

● 募集締切  平成２０年１月１０日（木）
まで

※ 応募する課程で応募資格等が異なり
ます。詳しくはお尋ねください。
● 問い合わせ　直方公共職業安定所
☎２２・８６０９

市営住宅空家入居者募集

● 受付期間　１１月５日（月）から１６
日（金）まで

● 公開抽選会　１２月下旬（予定）
※ 募集団地や募集戸数については広報
１１月号でご確認ください。（空家住宅
がない場合などで募集を行わないこと
があります）
● 申込み・問い合わせ　本庁住宅管理
係☎３２・０９５５

２００８年
成人式実行委員大募集

　来年１月１３日に行う成人式と二十
歳のつどいの企画、運営を行う実行委
員を募集します。あなたのアイデアで
思い出に残る成人式にしませんか。
● 対象　平成２０年宮若市成人式に参
加予定の新成人で、夜間に行う実行
委員会に参加できる人

● 内容　成人式と二十歳のつどいの企
画・運営を行います。（実行委員会
を２回程度、行います）

● 申込方法　電話で名前、住所、電話
番号をお知らせください。

● 申込締切　１０月３１日（水）まで
● 問い合わせ　本庁社会教育公民館係
☎３２・０１２３

心地よい汗を流しませんか
ソフトバレーの仲間を
探しています

　健康のために何かした
い人を中心に５月から活
動しています。３０代か
ら７０代まで年齢層も幅
広く楽しく汗を流して
います。

● 練習日　毎週木曜日午前１０時から
● ところ　Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館
● 会費　五百円（１カ月）
※ 練習を見学することができます。事
前にご連絡をお願いします
● 問い合わせ　田代☎０９０・９４０９・
０６５３

福岡県海外戦没者
慰霊巡拝団員募集

　先の大戦で、海外での本県出身戦没
者の人々を追悼し、平和を祈念するた
め、慰霊巡拝団員を募集します。
● フィリピン南部地域　マニラ・タク
ロバン（レイテ島）・オルモック・ル
ソン島南部・コレヒドール島

● とき　平成２０年１月１７日（木）か
ら２４日（木）までの８日間

● 定員　２０人
● 申込期限　１１月１６日（金）まで
● 問い合わせ　（財）福岡県遺族連合
会事務局☎０９２・７６１・００１２

宮田光陵中学校吹奏楽部
第１回定期演奏会

　宮若市内を中心に活動しています。
社会人楽団マリーブラス・サクラシン
フォニアとの合同ステージもあります。
● とき　１０月１３日（土）、午後５時
３０分開場、６時開演

● ところ　マリーホール宮田 
● 入場料　無料
● 曲目　平成１９年度吹奏楽コンクー
ル課題曲と自由曲、美女と野獣、ア
フリカンシンフォニー ほか

● 問い合わせ　宮田光陵中学校☎３２・
０２６９（田中）

響け、私たちの思い
少年の主張大会

　市内の小・中学生による「少年の主
張」作文の発表を行います。子どもた
ちの思いに耳を傾けてみませんか。
● とき　１１月１１日（日） 午後１時から
● ところ　宮田文化センター
● 入場料　無料
● その他　劇団宮若レインボーカンパ
ニーによるミュージカル公演　

● 問い合わせ　本庁社会教育公民館
係☎３２・０１２３

その他
others  information

募集
invite information

イベント・ニュース

沖縄地域戦没者追悼式

　先の大戦で沖縄地域で福岡県出身の
戦没者や一般戦災死没者に対し、追悼
式を行います。
● とき　平成２０年１月２４日（木）、２
５日（金） １泊２日

● ところ　沖縄県摩文仁ヶ丘「福岡の
慰霊の塔」前（沖縄県）

● 定員　３０人
● 参加資格　▷先の大戦で沖縄地域で
の福岡県出身の戦没者や一般戦災
死没者の配偶者、父母、子及び兄
弟姉妹で、本県に住んでいる人▷過
去に参加したことのない人▷全行程
に十分耐えられる体力を有し、団体
行動がとれる人

● 参加費　県が一部補助。差額は本
人負担となります。

● 申込締切　１０月２６日（金）まで
● 問い合わせ　本庁老人福祉係☎３
２・０５１５、福岡県保健福祉部国保・
援護課☎０９２・６４３・３３０１

    

みんな集まれ！
第１０回宮小まつり
　

　宮小まつりでは、児童による学年
ごとの発表会やＰＴＡ・地域のみな
さんによる催し物など、楽しいイベ
ント満載でお待ちしています。
● とき　１１月４日（日）午前８時
４０分から

● ところ　宮田小学校体育館ほか
● 内容　 ▽第１部（午前）＝発表会

▽第２部（午後）＝バザー・イベ
ント

※ 車は運動場にお願いします。（雨
天の場合は運動場中央部への車の乗
り入れは禁止します）
● 問い合わせ　宮田小学校☎３２・０
１１２

１1月の保健行事カレンダー
１日（木）：すくすく相談

2日（水）受付は午前１０時～１１時
2日（水保健センター
６日（火）：4カ月児健診

2日（水）受付は午後１２時４５分～１時
2日（水保健センター
７日（水）：ＢＣＧ予防接種

2日（水）受付は午後１時～１時３０分
2日（水）保健センター
８日（木）：親子遊び教室

2日（水）午前１０時３０分～正午
2日（水）マリーホール宮田
１４日（水）：２歳児歯科健診

2日（水）受付は午後１時～１時３０分
2日（水）保健センター
１５日（木）：すくすく相談

2日（水）受付は午前１０時～１１時
2日（水保健センターパレット

２０日（火）：７・１２カ月健診

2日（水）受付は午後１２時３０分～１時
2日（水保健センター

２１日（水）：基本健診・肺がん検診

2日（水）受付は午前９時～１０時３０分
2日（水）保健センター
２７日（木）：１歳６カ月児健診

2日（水）　受付は午後１２時３０分～１時
2日（水  保健センター

３０日（金）：離乳食教室（後期・要予約）

2日（水）午前１０時～１１時３０分
2日（水）保健センターパレット

市役所にご用のある人へ
駐車場が広くなりました

　これまで、市役所庁舎裏の駐車場に
ついては、入り口側を来庁者用、福祉
事務所側を公用車用としておりました
が、市役所にご用がある皆さんの利便
性などを考え、庁舎寄り駐車場を来庁
者用として整備しました。
● 問い合わせ　本庁総務グループ☎３
２・０５１１

ふくおか“きずな”
フェスティバル

　共に支え合い共に生きる地域社会の
啓発・促進を目的に、フェスティバル
が行われます。
● とき　１０月２７日（土） 午前１０時
から午後３時３０分まで

● ところ　クローバープラザ（春日市）
● 内容　▷演題＝ ダニエルが語るボ
ランティアと子育て▷講師＝ダニエ
ル・カールさん▷その他＝ボランティ
ア活動別分科会や親子イベント、バ
ザーなど

● 申込方法　記念講演とボランティア
活動別分科会のみ事前のお申込み
が必要です。住所、氏名、電話番号、
プログラム名（複数可、分科会名も
要記入）、プログラム毎の参加人数
を明記の上、お申し込みください。

※ 定員がありますのでご注意ください。
● 問い合わせ　（財）福岡県地域福祉
財団振興課☎０９２・５８２・２３９６

第１６回 農林水産まつり

　地域の農林水産業をよく知ってもら
うために、農林水産まつり「ふるさと
福岡ふれあいフェア」を行います。駐
車場がありませんので、なるべく公共
交通機関をご利用ください。
● とき　１１月１７日（土）、１８日（日）
● ところ　天神中央公園
※ 食育推進キャンペーンも同時開催
● 問い合わせ　福岡県庁生産流通課
☎０９２・６４３・３４８６

安全安心インフォメーション

罪種名 件数

車上ねらい 6（27）

部品ねらい 2（15）

乗り物盗 4（30）

自販機ねらい 2（29）

空き巣など 4（40）

合計 18（141）

交通事故

件数

116（802）

死者

0（0）

負傷者

42（239）

８月の交通事故発生件数と窃盗犯罪発生件数です（ ）
内の数字は１月からの累計です。
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今月の納税（１０月）

● 市県民税　第３期
● 国民健康保険税　第７期
● 納期限　１０月３１日（水）
● 口座振替日　１０月２５日（木）
　納期限内に納税されないときは、納
期限の翌日から完納される期間に応
じ、延滞金が徴収されます。（最初の
１カ月は年利４.４％、以降１４.６％）
● 問い合わせ　本庁収納係☎３２・
１００８

１１月から直方税務署の
電話が音声案内になります

　１１月から、直方税務所の代表電話
が音声案内となります。電話がつな
がって、「プッシュ１」をダイヤルした
場合は、福岡国税局電話相談センター
に転送し、税務全般についての経験豊
かな税務相談官が対応します。「プッ
シュ２」をダイヤルした場合は、直方
税務署につながります。
　１１月１日以降に税務署に相談でお
越しの場合には、事前にお電話でご予
約ください。
● 問い合わせ　直方税務署☎２２・
０８８０

法的トラブルのお悩みは
法テラスの無料法律相談

　法テラスでは、弁護士、司法書士に
よる無料法律相談を行います。相談に
は事前に予約が必要です。資力基準の
該当の有無なども伺いますので、まず
は電話でお申し込みください。
● とき　１０月２４日（水）午後１時か
ら４時まで

● ところ　本庁情報公開室
● 予約電話番号　☎０５０・３３８３・
５５０２（午前９時から午後５時まで）

● 問い合わせ　法テラス福岡☎０５０・
３３８３・５５０１

１０月１５日から２１日までは
秋の行政相談週間です

　県内各地で一日合同行政相談所が開
設します。毎日の暮らしの中で、国の
行政に関する要望や苦情はありません
か。相談は無料で秘密は厳守します。
● とき　１０月１５日（月）午前１０時
３０分から午後４時まで

● ところ　アクロス福岡７階大会議室
● 問い合わせ　総務省九州管区行政
評価局行政相談課☎０９２・４３１・
７０８１

夫・パートナーからの
暴力で悩んでいませんか

　県民の皆さんが身近なところでＤＶ
の相談をすることができ、必要な支援
や情報提供が受けられるように、県内
の保健福祉環境事務所を配偶者暴力相
談支援センターに指定しました。
● 受付時間　月曜日から金曜日まで、
午前８時３０分から午後５時１５分
（祝日、年末年始除く）
● ところ   鞍手保健福祉環境事務所
● 連絡先  ☎２２・４０７０（ＤＶ相談
専用電話）

※ 夜間・休日は次の番号に相談ください
● 連絡先　☎０９２・７１６・０４２４
● 受付時間  月曜日から金曜日まで午
後５時１５分から深夜１２時まで（年
末年始を除く土、日曜日・祝日は午
前９時から深夜１２時まで）

働く人のなんでも労働相談

　解雇、賃金の未払い、セクハラ、い
じめなど職場で生じた問題について専
門の相談員が解決のお手伝いをしま
す。相談料は無料で秘密は厳守します。
● とき　１１月９日（金） 午後１時から
７時まで

● ところ　直方市働く婦人の家
● 問い合わせ　筑豊労働福祉事務所 
☎０９４８・２２・１１４９

心温まる義援金、ありがとうございます　　　新潟県中越沖地震災害義援金
● 問い合わせ　本庁まちづくり推進グループ☎３２・０５１２

　７月１６日に発生した新潟県中越沖地震により被災された皆さんを支援するため、宮若市内１１か所の公共施設に義援金箱を設置しました。
おかげさまで、７６７，８１０円の心温まる義援金をいただくことができました。
この義援金は、被災した皆さんの生活再建に役立てていただくために、９月７日、新潟県災害対策本部に送金しました（一部西日本新聞民
生事業団に寄付）。
　たくさんの皆さんにご協力いただき、本当にありがとうございました。厚くお礼申し上げます。

納税
tax information

相談
consult information

人口 １５人増えました （31,379人） 出生 26人

男性 １５人増えました （14,822人） 死亡 29人

女性 前月から変動なし （16,557人） 転入 114人

世帯数 ２４世帯増えました （12,769世帯） 転出 96人

高齢化率 27.1％

● ８月３１日現在の人口です人の動き

※ 高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です

イベント・ニュース

再就職サポートセミナーが
行われます

　育児などで一度退職した女性がス
ムーズに再就職をするための就業相
談・情報提供などを行います。
● とき　１０月２４日（水）、２５日（木）
午前９時３０分から１２時３０分まで 

● ところ　直方市働く婦人の家
● 参加費　無料
● 託児　無料（人数制限が有ります）
● 定員　３０人
● 申込締切　１０月１５日 （月）まで
● 問い合わせ　筑豊労働福祉事務所 
☎０９４８・２２・１６８１

博多弁で食育を考える
筑豊市民大学公開講演会

　食育をテーマにした講演会で、古川
さんの博多弁でのトークを楽しみに来
ませんか。受講料は無料です。
● とき　１１月１７日（土）午後１時
３０分から３時３０分まで

● ところ　福岡県立大学
● 演題　「おふくろの味」で心が育つ
● 講師　古川年巳さん（料理研究家）
● 問い合わせ　筑豊市民大学運営委
員会☎０８０・５２１０・０２４５

子どもからのＳＯＳを
見逃さないで
児童虐待防止講演会

　次のとおり児童虐待防止について講
演会を行います。
● とき　１１月１０日（土）午後２時か
ら４時まで

● ところ　直方市中央公民館１階大会
議室

● テーマ　「愛着と発達」
● 講師　白川嘉継さん（福岡新水巻病
院小児科部長）

● 対象者　児童福祉にかかわる人、保
健福祉にかかわる人や一般の人も自
由に参加できます

● 参加料　無料
● 問い合わせ　田川児童相談所総務
企画課☎０９４７・４２・０４９９、
鞍手保健福祉環境事務所保健福祉
課高齢者・児童家庭係☎２２・３４
１２

幼児期の食生活を考えよう
すこやか食育教室

　自分で作ることで、食べ物の大切さ
を体験するよい機会となりますので、
親子でご参加ください。予約が必要
です。（託児もありますので、予約時
にお申し込みください）
● とき　１０月２４日（水）午前１０時
から午後１時まで

● ところ　保健センター パレット
● 対象者　就学前の幼児と保護者
● 申込期間　１０月１７日（水）まで
※ 定員（１０組程度）になり次第締め
切ります。
● 申込み・問い合わせ　保健センター 
パレット☎５５・６０００

あなたは大丈夫？
犬のしつけ方教室

　犬のしつけ方のポイント、犬の病気
と健康管理、犬をとりまく現状と問題
点について考えます。
● とき　１０月１３日（土）、２０日（土）、
２７日（土）午後１時受付、１時３０
分開始（全講座に出席してください）

● ところ　直方総合庁舎２０１会議室
● 定員　２０人（定員になり次第締め
切ります）

● 申込み・問い合わせ　福岡県鞍手保
健福祉環境事務所☎２３・３１２２

講座
lecture information

テーマは夢と希望、はぐくもう郷土愛
● 問い合わせ　長井鶴文化祭実行委員会☎３２・８５４０

　長井鶴自治会では、文化活動のすその
を広げるために文化祭を行います。バザー
あり、やって楽しい見て愉快なアトラク
ションなど多彩な催しを行う予定です。長
井鶴自治会以外の皆さんも大歓迎です。
● とき　１１月４日（日） 午前１０時から午後３時まで
● ところ　長井鶴公民館など
● 内容　▷囲碁・将棋＝消防格納庫▷演芸部門＝公民館▷展
示＝公民館和室、ホワイエ▷バザー（飲食）＝屋外テント、
調理室▷屋外イベント＝親子で竹とんぼづくり、フリーキッ
ク▷お楽しみ抽選会
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金額 総計 送金先 送金日

宮若市民の皆さん １４３，４４７円

７６７，８１０円
新潟県災害対策本部

９月７日（金）
市役所職員互助会 ３１７，０００円

市議会議員の皆さん ２４０，０００円 ８月１０日（金）

市職員労働組合 ６７，３６３円 西日本新聞民生事業団 ９月４日（火）
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き
ま
し
た
。

　

菅
牟
田
小
学
校
か
ら
、
大
之
浦
中
学
校
、
そ
し

て
貝
島
技
術
学
校
機
械
科
七
期
生
、
宮
田
工
業
高

校
と
、
そ
の
中
で
、
貝
島
五
坑
の
機
械
に
就
職
し

ま
し
た
。
坑
内
充
填
夫
、
採
炭
夫
と
職
場
を
変
わ

り
、
怪
我
も
し
ま
し
た
。
メ
タ
ン
ガ
ス
で
意
識
を

失
い
、
炭
車
で
坑
外
に
運
ば
れ
た
こ
と
も
、
ま
た
、

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
で
負
傷
、
今
で
も
顔
や
足
に
石
炭

が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

若
い
こ
ろ
、
宮
田
町
二
十
五
周
年
記
念
で
、
宮

田
南
小
学
校
道
場
で
、
相
撲
も
取
り
ま
し
た
。
ま

だ
十
代
で
し
た
ね
。
毎
年
の
よ
う
に
宮
田
に
帰
り

ま
す
が
、
町
の
変
貌
に
驚
が
く
し
て
お
り
ま
す
。

　

石
炭
政
策
で
、
貝
島
も
こ
れ
ま
で
と
、
義
父
の

す
す
め
も
あ
り
九
年
と
十
カ
月
で
、
新
し
い
仕
事

に
替
り
、
昭
和
38
年
か
ら
愛
知
県
に
住
ん
で
お
り

ま
す
。
四
十
数
年
、
い
ま
だ
に
宮
田
と
言
え
ば
、

故
郷
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

幸
い
私
に
は
義
弟
や
実
妹
が
宮
田
に
い
ま
す
。

年
に
一
度
ぐ
ら
い
は
、
宮
田
に
帰
っ
て
い
ま
す
。

私
が
一
番
嬉
し
い
の
は
盆
の
こ
ろ
、
犬
鳴
音
頭
が

町
で
踊
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
私
の
つ
た
な
い

声
が
い
つ
ま
で
も
聞
こ
え
る
と
思
う
と
感
激
し
ま

す
。
私
は
年
金
生
活
者
で
す
。
で
も
時
代
の
波
に

飲
ま
れ
て
は
駄
目
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ

と
か
ら
、
好
き
な
作
詞
を
本
格
的
に
始
め
て
い
ま

す
。
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
曲
は
、
売
れ
な
く
て
、
在
庫

が
一
杯
。
で
も
、
歌
い
手
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

私
も
犬
鳴
音
頭
か
ら
町
方
音
頭
、
こ
れ
は
今
回
、

愛
知
万
博
で
踊
り
と
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。
今
は

地
元
の
歌
で
、
こ
の
度
、
愛
西
市
に
な
り
、
愛
西

音
頭
を
制
作
し
て
お
り
ま
す
。
先
日
、
日
本
作
詞

家
協
会
名
古
屋
支
部
の
会
合
で
、
作
詞
家
の
星
野

哲
郎
先
生
に
お
会
い
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
詞

が
世
に
出
る
と
か
、
ヒ
ッ
ト
す
る
と
か
、
深
く
考

え
ず
、
自
分
の
気
持
ち
の
ま
ま
に
詞
を
後
世
に
残

し
て
下
さ
い
と
の
励
ま
し
の
言
葉
が
あ
り
、
夫
婦

し
て
感
激
致
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
、
曲
名
も
な
い
、
宮
田
の
一
節
で
す
。

一
．
故
郷
を
す
て
た 

男
の
胸
は

一
．
夢
に
出
て
く
る 

可
愛
い
ひ
と
の

一
．
涙
の
瞳
を 

忘
れ
ず
に

一
．
い
つ
か
会
え
る
と 

心
に
き
め
て

一
．
あ
ァ
今
日
も
来
ま
し
た 

宮
田
町

二
．
錆
び
れ
た
線
路 

名
も
無
い
花
は

一
．
心
優
し
く 

向
え
て
く
れ
る

一
．
尋
ね
た
あ
の
娘
は 

も
う
い
な
い

一
．
ど
こ
え
行
っ
た
の 

心
の
妻
よ

一
．
あ
ァ
町
の
明
か
り
が 

泣
い
て
居
る

三
． 

犬
鳴
川
よ 

鳴
く
の
じ
ゃ
な
い
よ

一
．
何
ん
で
そ
ん
な
に 

お
い
ら
を
責
め
る

一
．
幸
せ
な
ん
だ
と 

面
影
を

一
．
一
人
抱
き
締
め 

心
に
抱
い
て

一
．
あ
ァ
ひ
と
り
歩
い
た 

河
川
敷

↓ 
町
制
記
念
で
行
わ
れ
た
相
撲
大
会
で
の
表
彰
（
前
列
右
が
綿
木
さ
ん
）
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「
人
権
を
大
切
に
し
ま
し
ょ

う
」、「
差
別
は
や
め
ま
し
ょ

う
」、「
人
に
や
さ
し
く
し
ま

し
ょ
う
」
な
ど
…
。
国
や
県
、

ま
た
は
各
団
体
か
ら
、
紙
面
に

掲
載
し
て
く
だ
さ
い
と
書
か
れ

た
文
書
と
一
緒
に
こ
の
よ
う
な

言
葉
が
私
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て

き
ま
す
。

　

確
か
に
、
こ
の
言
葉
の
通
り

に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
願
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
言
葉
だ
け

を
広
報
で
お
知
ら
せ
し
て
も
、

読
ん
だ
人
が
考
え
て
く
れ
る

き
っ
か
け
に
な
る
か
は
難
し
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

差
別
で
苦
し
ん
だ
人
が
語
る

話
や
、
戦
争
で
肉
親
を
亡
く

し
た
人
の
思
い
を
感
じ
る
こ
と

で
、
差
別
は
い
け
な
い
ん
だ
、

人
に
や
さ
し
く
し
た
い
と
感
じ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

少
し
で
も
多
く
の
人
に
、
あ

な
た
の
叫
び
を
伝
え
、
あ
り
き

た
り
の
言
葉
で
机
上
で
作
っ
た

広
報
紙
で
な
く
、
そ
の
人
と
一

緒
に
涙
を
流
し
な
が
ら
取
材

し
、
作
っ
た
広
報
紙
を
お
届
け

し
た
い
。
今
回
、
広
聴
の
特
集

を
編
集
し
な
が
ら
、
強
く
感
じ

ま
し
た
。

編
集
後
記


